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奈良教育大学大学院研究紀要「学校教育実践研究」編集規程

2008年12月24日制定
2009年11月11日改定
2011年10月26日改訂

１．研究紀要の名称
　奈良教育大学大学院教育学研究科専門職学位課程教職開発専攻（以下「教職大学院」とい
う。）は、その教育・研究の成果を学校教育の教育実践に資する目的を達成する一環として、
研究紀要として「奈良教育大学大学院研究紀要「学校教育実践研究」」（以下、「実践研究」
という。）を年1回発行する。

２．研究紀要編集委員会
　（1）教職大学院会議は、奈良教育大学教職大学院会議規則第 2 条（8）（9）の事項とか

かわる目的を達成するために、第 7 条の規定に基づいて専門部会として「実践研究」
編集委員会を設置する。

　（2）「実践研究」編集委員会は、教職大学院専任教員をもって構成する。
　（3）研究紀要の原稿の募集、採否、掲載の順序、および体裁などについては、「実践研究」

編集委員会において決定する。

３．内容
　「実践研究」の内容は次の三領域とする．なお投稿にかかわっては（1）～（3）に関わ
る未公刊のものに限る。
　（1）「論文」教育の理論と実践に関する研究成果であること。
　（2）「研究報告」実践記録、実践結果など。
　（3）「資料」、研究計画、授業計画資料、未加工の原資料の紹介など。

４．執筆者
　（1）第 1 執筆者は本教職大学院の院生・教員とする。ただし、編集委員会が認めた場合、

その限りではない。
　（2）「論文」領域では、第1執筆者としての投稿件数は2編以下とする。

５．査読
　（1）「論文」の審査は、査読者 2 名の審査に基づき、編集委員会で下記のいずれかに決定

する。
　　　A　採択（軽微な字句の修正を含む）、B　修正（再審査を要する）、C　不採択
　（2）「研究報告」及び「資料」については、査読者 1 名の審査に基づき、編集委員会で下

記のいずれかに決定する。
　　　A　採択（軽微な字句の修正を含む）、B　修正（再審査を要する）、C　不採択

６．執筆要領
　原稿は、別に定める執筆要領に従って作成するものとする。

７．原稿締切
　投稿の締め切りは、原則として毎年 1 月末日とし、休日などと重なる場合は、編集委員会
においてそれを定める。なお、締め切り期限後に提出されるものについては、受理しない。
なお、投稿希望者は、論文原稿 3 部を印刷し提出するものとする．なお審査後，採択された
場合は，指定された形式で記録したデジタルデータを編集委員会に提出する。
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「実践研究」執筆の手引き

１．研究紀要の規格は、A4 判とし、組み方は横 2 段組（23 文字 50 行× 2）とする）。

２．原稿の枚数制限は、原則として「論文」は刷り上がり 10 頁以内、なお「研究報告」（原
則 6 頁以内）「資料」（原則 4 頁以内）については、編集委員会で検討し、場合によっては
制限枚数を越えることを認める場合がある。

３．投稿申し込み者は、原稿 3 部を印刷して教職大学院事務室に提出するものとする。

４．原稿作成には、ワードプロセッサーを用い、図表を含めた印刷完成時のレイアウトを行
うこと。原則として、「論文」は、以下の原稿の書き出し並びに形式に従うこと。ただし「研
究報告」、「資料」等はその限りではない。

　（1）タイトル、氏名、所属については英語表記を付すこと。
　（2）英文（アブストラクト、200 語程度）ないしは日本語（400 字以内）の要約を付すこと。
　（3）要約の最後に、日本語と対応する英語のキーワードをそれぞれ 3 つ以上付すこと。

５．基本的に論文タイトルや章、節は、ゴチック体で表す。

６．章・節の番号は、以下の通りとし、ピリオド止めとする。
　　　　1．
　　　　1．1．
　　　　1．1．1．

７．句読点の表記は、日本文の場合（、。）とし、欧文表記の場合（ ,  . ）とする。

８．註記は、文中で
　　・・・・・学習指導要領の改訂に伴い 2）、のように、上付きで表記する。

９．図や表の見出しは、図の場合は図の下側に、表の場合は表の上側に、図、表それぞれの
通し番号の右側に付す。

10．図表、写真等は、貼り付ける位置と縮尺を明示し、原稿末尾に添付すること。なお、既
に原稿に貼り付け済みのものについてはこの限りではない。

11．註、及び参考文献は、論文末に一括して掲載するものとする。なお、註の中に引用文献
を記載することも可能である。

　　引用・参考文献の記述は、刊行物の種別に応じ、以下の通り記述するものとする。
　（1）単行著作物：著者名、発行年、書名、発行所、ページ等
　（2）定期刊行物（雑誌）：著者名、発行年、論文名、刊行誌名、巻号、発行所、ページ範

囲等

12．執筆者による校正は、原則として初校までとする。なお、採択された原稿の校正は、誤
植の訂正のみとし、内容の添削、変更などは認められない。

13．編集の都合上、編集委員会の判断において論文の体裁等を変更することがある。
� 以上　　
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